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左列2×22=44 中列3×22=66 右列2×22=44

各列7人×22列=154人
（教室は286席、定員の7/13で154人）

コミュニケーション論Aにようこそ︕

座り⽅
154⼈に履修許可が出ています。
隣を空けて距離を保ちつつ、⼩グ
ループ対話も可能な座り⽅を⼯夫
しました。
⼊り⼝でクジを引いて。
数字 X - Y は
X︓前から何列⽬
Y︓左から何席⽬（間を空け
⾊のついた席のみ）
（例）
3-5︓前から3列⽬、

左から５席⽬（中列の右端）
18-2︓前から18列⽬、

左から２席⽬

3-5

18-2

前方：教壇・ホワイトボード

後方：入り口
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LAH.H107

コミュニケーション論Ａ
第１回オリエンテーション

＊写真は2019年度のこの授業@W9-716

2022.6.13
リーダーシップ教育院・リベラルアーツ研究教育院教授

中野⺠夫 tamio.nakano@me.com
⾼尾隆 takao [at] takashitakao.net

（オブザーブ︔鈴⽊武雄）
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ようやく対⾯だあ︕
154名の皆さん、どうぞよろしく。

• ようこそ「コミュニケーション論A」へ︕
– 久々の対⾯。今年は教員2⼈で。

• 中野⺠夫︓今年で定年退職、⾼尾隆︓今年度から東⼯⼤
• 参加と体験と相互作⽤を重視した授業です

– 仲間とたくさんコミュニケーションします。

• ⼀⼈ひとりが⼤事。
– 「⾃分がいてもいなくても変わらない」授業ではない

• 皆さんの積極的な参加と協⼒が不可⽋。
– たくさん対話・体験し、⼀緒に考え、学び合います。
– 苦⼿︖⼤丈夫、ゆっくり少しずつ慣れていこう。
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2⼈の教員はどんな⼈︖
• 中野⺠夫と⾼尾隆
• どんな⼈︖
• ⾃⼰紹介した後、少しお互いにインタ
ビューし合いましょうか︖
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担当教員1︓中野⺠夫

• リベラルアーツ研究教育院(ILA)教授
– 環境・社会理⼯学院 社会・⼈間科学コースも担当
– 元は企業⼈（博報堂に30年）。2012年から同志社教授、15秋から現職

• 専⾨︓コミュニケーション論
– ワークショップ、ファシリテーション」（参加型の場づくり）
– マインドフルネス（今ここへのありのままへの気づき）、環境教育

• ⼤学時代は、世界を⼀⼈旅。⾒⽥ゼミ、ワンゲル、⽂学部宗教学科卒
• ワークショップ企画プロデューサー（2001から）

– 休職留学（89­91） CIIS組織開発・変⾰学修⼠、『ワークショップ』出版から
– 市⺠活動、NPO/NGO、企業、⾏政、まちづくり、研修、学校教育等でWS

• ⾃然が好き。屋久島に拠点「本然庵」（道場、リトリートセンター）

• 遅咲きのシンガーソングライター（57歳から歌が︕）
• 毎朝YOGAしてます。62歳から絵を描いてます。料理も好き。
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ワークショップ
新しい学びと創造の場
(岩波新書、2001) 

ファシリテーション⾰命
参加型の場づくりの技法
(岩波アクティブ新書、2003)
＊現在、電⼦出版のみ

ファシリテーション
実践から学ぶスキルとこころ
（共著、岩波書店、2009）

ファシリテーションで⼤学が変わる
(三⽥地真実後共編著、ナカニシヤ、2016) 

主な著作

みんなの楽しい修⾏
より納得できる⼈⽣と社会のために
(春秋社、2014）

18刷︕ 9刷︕ 8刷︕

スピリチュアリティと教育
(共著、ビイング・ネット・プレス、2015) 
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学び合う場のつくり⽅
--本当の学びへのファシリテション
（岩波書店2017）

8

えんたくん⾰命
１枚のダンボールがファシリテー
ションと対話と世界を変える
（川嶋直と共著、みくに出版2018）

進化するマインドフルネス
ウェルビーイングへとつづく道
（飯塚まり編、共著、創元社2018）

6刷︕

看護のため
のファシリ
テーション
学び合い育ち合う
組織のつくり⽅
（中野⺠夫・浦⼭絵
⾥・森雅浩著、医学
書院、2020）

新・⼤学で
何を学ぶか
（上⽥紀⾏編著、
岩波ジュニア新書、
2020）
＊東⼯⼤リベラル
アーツ研究教育院
の14⼈の先⽣たち
の共著
中野は「⼤学時代、
僕は何よりも旅か
ら学んだ」

ファシリ
テーション
とは何か︖
（井上義和・牧野智
和編著、ナカニシヤ
出版、2022）
＊若⼿教育社会学者
2⼈の編集の共著

新刊



担当教員2︓⾼尾隆

• リベラルアーツ研究教育院(ILA)教授
– 環境・社会理⼯学院 社会・⼈間科学コースも担当
– 2006年から⼀橋⼤学教員。2009年から東京学芸⼤学教員。2022

年から現職

• 専⾨︓コミュニケーション論
• 授業︓コミュニケーション論Ｃ、⽂系エッセンス︓
コミュニケーション論、⼈⽂学系ゼミ（インプロ／
吹奏楽）など
– ⼈⽂学系ゼミでは15⼈のインプロに関⼼のある学⽣、33⼈の吹奏

楽に関⼼のある学⽣が実践しながら学んでいます
• Twitter︓@takaotakashi Instagram︓takashitakaonet



インプロ（即興演劇）

・学校、劇場、企業、地域などで
創造性・イノベーション、コミュ
ニケーション、チームワーク・
リーダーシップ・組織開発などを
テーマとしたインプロワーク
ショップをおこなう
・主宰するインプログループ「即
興実験学校」ではワークショップ
をおこなうかたわら、舞台にも⽴
つ https://improlabo.net
・著書に『インプロ教育︓即興演劇
は創造性を育てるか』『インプロす
る組織―予定調和を超え、⽇常をゆ
さぶる』（中原淳⽒との共著）など



吹奏楽教育

・2016年秋から１年間、ノース
テキサス⼤学⾳楽学部吹奏楽研究
室客員研究員として指揮法を学ぶ
・学校吹奏楽の指導にあたりなが
ら吹奏楽教育の実践と研究を進め
ている



第1回︓全体のオリエンテーション
アジェンダ 1420-1600

• 1420- オリエンテーション、授業の概要
• 1440- ⼩グループ対話１︓チェックイン
• 1500-「コミュニケーションの様々な形」

–中野⺠夫の活動紹介・東⼯⼤の魅⼒紹介
–（⼩グループでの対話２）

• 1530-⾼尾隆の活動紹介
• 1545- ⼩グループでの対話３
• 1555- 次回、フィードバックシート記⼊、
• 1600 終了
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授業の概要
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「コミュニケーション論A」
講義の概要とねらい（シラバスより）

• 「⽴志プロジェクト」の少⼈数グループワークの精神を受
け継ぎ、⼈と⼈との「（⽣⾝の）コミュニケーション⼒」
の向上を⽬指す。

• ⼈は社会的な存在であり、⼈と⼈が話し合うなかで⼀緒に
考えたり学んだり創ったりすることは、私たちに必要不可
⽋であるだけでなく、根源的な歓びに通じる。

• 本講義では、学⽣の参加・体験・相互作⽤を⼤切にする
ワークショップ型の授業で、コミュニケーションについて
様々な観点から学び合い、創造的な対話を実践する⼒の向
上を図る。

• ねらいは、議論と創造的な対話の違いを知り、⾃⼰紹介、
インタビュー、対話、ワークショップ、インプロ（即興演
劇）などの体験を通して、楽しみながらコミュニケーショ
ン上⼿になってもらうこと。

14



到達⽬標
（シラバスより）

• １）初対⾯の⼈と創造的な対話をすることの
楽しさと難しさを理解し、⾃分から話を広げ
るきっかけを作れる。

• ２）良き話し⼿として適切な⾃⼰表現ができ
るようになるとともに、良き聴き⼿として話
しやすい場の雰囲気を作れる。

• ３）現代社会に不可⽋な協働（コラボレー
ション）と共創（コクリエーション）の基礎
的な素養が⾝につく。

15



全体の流れ（案）
状況に応じて変更あり

• １）6.13︓オリエン、グループワーク体験
• ２）6.20︓コミュニケーションの基礎スキル
• ３）6.27︓相互インタビューと他⼰紹介
• ４）7. 4 ︓ワールドカフェ（全員参加の対話）
• ５）7.11︓創造的コミュ実習︓ インプロ１

7.18は海の⽇でなし
• ６）7.25︓協働的コミュ実習︓ インプロ２
• ７）8. 1 ︓ふりかえりワールドカフェ

16



さっそく皆さんも対話へ
導⼊ワーク①︓チェックイン

• 「どんな⼈がどんな思いでここにいるの︖」
– 会の初めに全員が⼀⾔ずつ話して共有すること。

• 皆が⼝を開く→お互い少しわかる→参加意欲up→安⼼安全な場に
– グループの作り⽅は次ページ

• A4紙四つ折り、お題（問い）に対するキーワード
– 次⾴の項⽬のまず１）と２）について⼤きく書いて。

• ⼀⼈ずつ⾒せながら話し、⼀巡したら⾃由に。
– 順番︓左前から時計回りで
– 時間︓１）と２）合わせて1⼈1分計４分（＋30秒）
– 1分の感覚に慣れよう。終わりの合図（チーン）します。
– ⼀⼈ひとりに歴史あり。何かのご縁。関⼼を持って聴き合おう。

17
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導⼊ワーク①つづき

• 最初の顔合わせ、いかがでしたか︖
• さらに、もう少しお互いに知り合おう。
• ３）と４）を話しあうので、先にメモを。
–３）東⼯⼤に⼊ってこれまでの印象、
特に⽴志プロジェクトはどうでした︖
–４）今の時点での「志（やりたいこと）」
は︖

20
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導⼊ワーク②
• 顔合わせ、いかがでしたか︖
• さらに、もう少しお互いに知り合おう。
• ３）と４）を話しあうので、先にメモを。
–３）東⼯⼤に⼊ってこれまでの印象、
特に⽴志プロジェクトはどうでした︖

–４）今の時点での「志（やりたいこと）」は︖
• ⼀⼈ずつ⾒せながら話し、⼀巡したら⾃由に。

– 順番︓左前から時計回り／左から順に
– 時間︓１）と２）合わせて1⼈1分計４分（＋30秒）

• 3⼈の所は1⼈1分20秒
– 1分の感覚に慣れよう。終わりの合図（チーン）します。
– ⼀⼈ひとりに歴史あり。何かのご縁。関⼼を持って聴き合おう。

22



全体で、少しふりかえり
• どんな気づきや発⾒がありましたか︖
–同じようなことをやっても、⼈によって感じ

ることは違う。
–その多様性から学び合いたい。
–「体験」は振り返ることで「学び」になる。

23



ところで、改めて
「コミュニケーション」って何だろう？

「コミュニケーション」と聞いて、思い浮かぶことを、
今、チャットに書いてみてください。

と言えないところが対面の辛いところだね。

オンラインもいいとこたくさんあるね。

24



「コミュニケーション」って何︖

• 情報の伝達︖（知的）
• 意志の疎通︖（意志）
• 気持ちが通うこと︖（感情）
• 互いに理解し合うこと︖双⽅向︖
• ⾔葉だけ︖⾮⾔語って︖ジェスチャーは︖
• 映像は︖歌や⾳楽は︖演劇は︖
• イベントは︖
• プレゼントは︖
– たくさんの切り⼝がある。

25



コミュニケーションの
様々な形

東⼯⼤他での中野の実践を紹介。
東⼯⼤の多様な魅⼒を紹介し、
「コミュニケーションのデザイン」
について考えていくために

26



27

屋久島に通って39年！
南部の尾之間モッチョム岳の麓に土
地を得、家（合宿所）を建てました。

「本然庵」：本来の自然に戻る庵
（リトリートセンター）
人文ゼミで集中授業予定。



28

一昨年春、屋久島の30年後を共に考える「イマジン屋久島」の中心メンバーと初ワークショップ



29

コロナで、6月屋久島の公民館での「イマジン屋久島」ワークショップにはズームでゲスト参加。



30

持続可能な屋久島づくり構想：イマジン屋久島
2020年からのべ924人とワークショップを行い、ビジョンとアクションをまとめた
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＜キーワード１＞
ワークショップ（WS）とは

• “workshop” ︓
– ⼯房、仕事場、共同作業場。⼀緒に創る場

• 「講義など⼀⽅的な知識伝達のスタイルでは
なく、
参加者が⾃ら参加・体験して共同で何かを学
びあったり創り出したりする、学びと創造の
スタイル」（『ワークショップ』中野、岩波新書、２００１）

• 「参加」「体験」「相互作⽤」が鍵

33



＜キーワード２＞
ファシリテーション（F）とは

• “facilitate”
–「促進する」「＜事を＞容易にする」

• 「⼈々が集い、何かを学んだり、対話
したり、創造しようとする時、その過
程を、参加者主体で、円滑かつ効果的
に促していく技法」（中野2012）

• 新しい時代のリーダー（シップ）＝「ファシリテー
ター型リーダー」

34



!!

"#

!"

"$
"%

£ò£J7ÙJ787Æ,∏πÜ
n±C≤≥¥uµ∂

IZQXéMèPXIZJIXèQ1RMOOQRI

!

"#

"$
!#

EF9G
H89:;

ñ89óM
Kòô89:;

öXõú
ùûü†

JK;LEM
NO°¢ç



We are all children of the earth.
私たちは、みんな「地球の⼦ども」たちです。

Native Americanの世界観
を実感したい︕
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CD「自分の至福についていこう」
オリジナルソング１４曲収録

Amazonで
買えます！



「⾃分の⾄福についていこう」
＝若い⼈たちへのメッセージ

• “Follow your bliss!” by Joseph Campbell
–「⾃分の⾄福を追求しなさい」（『神話の⼒』）

–意訳「⾃分の⾄福についていこう︕」
• 「⾃分の気になることについていこう︕」
• 「⽣命の滾ること、魂のふるえることについていこう」

–「⽣命（いのち）のときめきに素直になる」
• （YAMAP創業者、若き起業家の春⼭慶彦さんの訳）

42



さっそく⼀曲贈らせていただきたく。
美しく⽣きるヒント

• 「内側から美しく⽣きるヒント」＝
「⽐べない、頑張らない、ゆっくり丁寧に」
– 元々、⺠夫流「ヨガの⼼得」

• 京都の「内側から美しく⽣きる⼥性を応援する」場にゲスト
で⾏った時、何話そう︖
– そうだ、これを⼈⽣のヒントとして話そう。

• 終わってから、駆け寄ってくる⼥性が・・・
• 「頑張らない」︓外の⽬標に向かって無理するのでなく、内
なる動機に従って「夢中になろうよ」の意。

• 好きなことだと試練も苦痛ではなくなるから。
・歌詞をもとに、ダイアローグ（対話）したく。
気になるところ、チェックしながら聞いてください。



美しく生きるヒント
2018.2.11＠本然庵３．

もっと頑張れ、努力すれば報われるはずと
でも無理してると結局、長くは続かない
楽しいこと、心地良いこと自然に続く
好きこそものの上手なれって昔から言うよね

４．
速く速く、できる奴は仕事速いよと
目一杯走ってきたけれど、心にすきま風
今ここの、ひとつひとつに気持ちを込めて
ゆっくり丁寧に心ある道歩いていこう

＊

内側から、美しく強く生きるには
比べない、頑張らない、ゆっくり丁寧に
内側から、美しく楽に生きるヒント
比べない、頑張らない、ゆっくり丁寧に

１．
きっとどこかで、もうずっと知ってたはずなのに
つい反対のことばっかり、やってきて疲れたよ
人と比べて競い合って勝ったの負けたのと
頑張らなきゃダメ、速くたくさんやらなきゃと

＊
内側から、美しく強く生きるには
比べない、頑張らない、ゆっくり丁寧に

内側から、美しく楽に生きるヒント
比べない、頑張らない、ゆっくり丁寧に

２．
比べてしまうと、周りの人みんなすごく思え
うらやんだり自分なんかダメだと落ち込んだり
でも人には、人それぞれ苦節の歴史あり
私は私だけしか書けない、物語つづろう



⼩グループで対話２
ぺちゃくちゃタイム

• どうよ、この歌詞︖
– 「⽐べない、頑張らない、ゆっくり丁寧に」だって。

• 先ほどのグループでしばらく意⾒交換を。
– 「意⾒」の原義は「私にはこう思える」という程度
のことだそうです。

– 気楽におしゃべりをお楽しみあれ。
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東⼯⼤での対話の場づくりの実践

• 「教える」より「学び合う」場を創ろう︕
• ⽇本の教育の課題︓
– 主体性が育まれない
– 学習意欲が低い、
– コミュニケーション⼒が育ちにくい。

• ワークショップやファシリテーションの経験を
⽣かして、学⽣同⼠の対話がある参加型授業を
実践してきた。
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2018年のコミュニケーション論Aの教室。H101。机、椅子は固定で前向きにぎっしり。



48

そんな中でも工夫してクジで席を決め、4人組を作り、対話のある参加型授業を実践。



数年前のコミュニケーション論Aの様子
最後は百年記念館で小グループ対話
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伝説の「えんたくん」
円形段ボールのシンプルな対話促進ツール
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2019年度コミュニケーション論A２回目。W9-716アクティブ・ラーニング対応型教室で



ある年の立志プロジェクト。 椅子・机が動かせる教室は少ない。

52

参加型授業で、対話を通して学びを深め合う。
⾃分とは違う、多様な他者に刺激されて。



「東工大ステートメント」私たちは何者であるのか？
https://www.titech.ac.jp/tokyotech2030/
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東工大ステートメント

Sprit

ちがう未来を、見つめていく。

まだ、見たことのないこと
まだ、触れたことのないこと
まだ、信じられていないこと
まだ、想像さえできないこと

この世界に
まだ、ないものを見つけ、創りだせた喜び
そして、世界の人々の幸せにつなげていく喜び
私たちは、その喜びを手にできる入り口にいる

だから、何万回という失敗を楽しめる
闇の中を一人で進み続け
たったひとつの答えを探し続けることができる
同じ夢を見る人と、国境も領域も超えてつながり
共に動き続けることができる

ここには、そんな思いを持つ人たちがいる
予定調和の結論はいらない
前例のあることに興味はない
風変わりなヤツだと言われてもかまわない
何故なら、私たちには私たちにしか見えない
未来があるのだから

Action
尖らせる

私たちは知の源泉は、個人の多様性と先鋭性の
中にあると考える。だからこそ、高い「志」を何より
も大切にし、基礎領域から応用領域まで、自由な
研究と発想を尊重する。それとともに、"Student-
centered"を教育理念に置いて、学生の主体的な
学びを重んじることで、世界で活躍する人材の育
成を目指していく。

共鳴する

私たちはこれまでの垣根を超えて、新領域・融合
領域の教育研究をさらに進める。個人の専門性を
尊重しながら、大学が「知の共鳴場」となって、新
しい知を持続的に生み出していく。さらに世界との
協働、社会との連携を進め、開かれた教育研究

機関として、新しい理工系総合大学の形を世界に
先駆け実現していく。

実装する

私たちは新たなイノベーションで人々の生活を豊

かにするために、大学から生まれた知を様々な形
で社会に実装していく。産学連携研究の進化、科
学・技術のコンサルティング、アントレプレナーシッ
プ醸成、ベンチャー育成・支援。本学の変わらぬ
理念である「新産業の創造」を未来に起こしていく
ために動き出す。
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「東工大2030年ビジョン」を探る、学長以下執行部のワークショップ(2016)から
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2017年11月22日（水）14:00〜17:30＋α
56



学生・教員・職員・OB全員集合！東工大の未来を語リ合う大ワークショップ！
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東工大ニュースに大きく掲載。対話から共創・協働の文化へ

58

後半に「大ワークショップの紹介動画」あり
https://www.titech.ac.jp/news/2017/040094.html
https://www.youtube.com/watch?v=BnGWwU9RQUI

https://www.titech.ac.jp/news/2017/040094.html
https://www.youtube.com/watch?v=BnGWwU9RQUI


東工大未来社会デザイン機構(DLab)
キックオフワークショップ(2018.10.28)
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61

東工大ニュース：DLab Dialog Days 2022
https://www.titech.ac.jp/news/2022/063765
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数年前：皆で机と椅子を片付け、椅子のみの円形で座ってチェックイン
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基本は四人でえんたくんを囲み、書きながら話し合う。
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最後に
今、なぜ「対話」か

対話と議論は違う

66



「会話」と「対話」と「議論」の違い
丁寧に分けて検討していきたい。

• 「会話」（conversation)
– 特定の⽬的や結論のない、おしゃべり、雑談。
– 社交や情報を得る上で重要。オンライン時代に注⽬

• 「対話」（dialogue)
– 特定のテーマについて、きちんと向かい合って話し合うこ
と。⼆⼈には限らない。

– 勝ち負けはなく、新たな「創造」につながる話し合い。
• ⾃分の意⾒に固執せず「想定の保留」を︕（D.ボーム）

• 「議論」（discussion)
– 元々、どちらの意⾒が正しいか、正解を競うもの。
– 勝ち負けがある（典型例はディベート）。結論が求められる。

• ＊但し⽇本では「ディスカッション」をとても幅広い意味で使う。
67



コミュニケーションの
様々な形２

⾼尾がインプロ（即興演劇）の
考え⽅を体験も交えて
少しだけご紹介します
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⼩グループで対話３
ぺちゃくちゃタイム

• インプロってどうですか︖
– インプロの頑張らない（be average）の考え⽅をどう思う︖
– 中野さんの頑張らないの考え⽅と似ている︖違う︖
– みんなは頑張ることについてどう思う︖

• 先程のグループで、少し振り返りの対話を
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最後に、改めてこの授業は
「参加型」で取り組むので、よろしく︕

• 聞いているだけの授業、どうですか︖
– たとえ興味のあることでも、眠くなっちゃう。
– コミュニケーション⼒や主体性は育まれない。

• 参加体験型の「ワークショップ」を応⽤
– ⾃ら問い、調べ、まとめ、発表し、話し合う。
– 考え込むよりまず動いてみる、やってみる。
– ⼩グループで対話し、多様な⼈や意⾒に触れる。

• 皆で創る場、積極的な参加が不可⽋︕
– 学⽣からのフィードバック、提案、発⾔歓迎︕
– 楽しく、深く、やりましょう。
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次回6/20に向けて

• 座席メモして覚えておいて。来週も同じです。
• 宿題︓⾃分クイズを考えてつくってきてください
• ⾃分に当てはまる４つの事柄のうち
３つはホント、１つはウソで、
他の⼈にどれがウソかを⾒破られないようにする
ゲームです

• Ａ４⽤紙４つ折りでつくってきてください

たとえば私の場合だと‥‥
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グーグルフォーム
フィードバックシート記入

• 今日はどんな学びがありましたか？どんな気づきや
発見がありましたか？

– 少し静かに自分の中で振り返って、簡潔かつ具体的に、今
日やったことの何がどういう学びになったのか、記述してみ
てください。

– https://forms.gle/Z
– 出席確認を兼ねるのでこの場で15分以内にお願いします。
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